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Ｑ
：
あ
る
建
設
土
木
会
社
の
募
集
要
項
を
見
て
応

募
し
、
採
用
さ
れ
た
の
で
入
社
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
実
際
働
い
て
み
る
と
、
条
件
は
違
っ
て

い
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
ら
よ
い
で

し
ょ
う
か
。

Ａ
：
使
用
者
が
労
働
者
を
募
集
す
る
場
合
、
労
働

者
の
適
切
な
職
業
選
択
に
資
す
る
た
め
、
労
働

条
件
を
明
示
す
る
よ
う
に
法
的
に
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
（
職
業
安
定
法
42
条
）。

　

明
示
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
事
項
は
、

　

①
労
働
契
約
の
期
間

　

②
就
業
の
場
所
・
従
事
す
る
業
務
の
内
容

　

③
労
働
時
間
に
関
す
る
事
項
ａ
始
・
就
業
時
間
、

　

ｂ
休
憩
時
間
、
ｃ
所
定
の
労
働
時
間
を
超
え

　

る
労
働
の
有
無
、
ｄ
休
日
、
ｅ
休
暇
等

　

④
賃
金
の
決
定
、
計
算
・
支
払
方
法
、
賃
金
の

　

締
切
・
支
払
時
期
、
昇
給
に
関
す
る
事
項

　

⑤
退
職
に
関
す
る
事
項
（
解
雇
の
事
由
を
含
む
）

　

の
５
項
目
で
す
。

　

任
意
の
事
項
と
し
て
は
、

　

⑥
安
全
・
衛
生
に
関
す
る
事
項

　

⑦
労
働
者
に
負
担
さ
せ
る
食
費
、
作
業
用
品
そ

　

の
他
に
関
す
る
事
項

　

⑧
職
業
訓
練
に
関
す
る
事
項

　

な
ど
８
項
目
あ
り
ま
す
。

教育長ホットニュース
　

今
年
も
中
学
生
の
海
外
派
遣
事
業
が
夏

休
み
中
に
実
施
さ
れ
、
そ
の
報
告
会
が
先

日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
男
子
６
名
の
参
加
希
望
が
あ

り
、
14
名
の
生
徒
と
随
行
員
３
名
で
実
施

し
ま
し
た
。

　

事
前
研
修
の
間
は
少
し
引
っ
込
み
思
案

の
部
分
が
見
ら
れ
た
子
ど
も
た
ち
も
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
や
現
地
校
で
の
世
話
係

の
同バ

デ

ィ
級
生
と
す
ぐ
に
打
解
け
、
前
向
き
に

研
修
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
こ
な
し
て
い
た
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
報
告
の
様
子
か
ら
は
、
自
分
か

ら
進
ん
で
話
す
積
極
性
を
身
に
付
け
た
と

こ
ろ
が
感
じ
ら
れ
、
今
後
の
生
活
面
で
の

変
化
が
楽
し
み
で
す
。

　

こ
の
報
告
の
場
は
中
学
校
毎
に
企
画
さ

れ
、
文
化
祭
な
ど
で
発
表
さ
れ
ま
す
。

自
立
教
育
の
方
向

志
賀
町
教
育
委
員
会
教
育
長　

穴
田　
　

實

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
教
育
シ
ス
テ
ム
が
、
日

本
全
国
で
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

理
由
は
、
同
国
が
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
学
習
到
達

度
調
査
の
各
領
域
で
好
成
績
を
収
め
て
い
る

か
ら
で
す
。

　

一
方
、
我
が
国
で
は
、
同
調
査
で
の
子
ど

も
た
ち
の
「
学
力
低
下
」
を
マ
ス
コ
ミ
が
取

り
上
げ
、
大
騒
ぎ
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
「
先
進
国
」
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
注

目
を
さ
れ
、
視
察
先
と
し
て
大
賑
わ
い
の
よ

う
で
す
。

　

よ
い
お
手
本
を
見
習
う
こ
と
は
大
い
に
結

構
で
す
が
、
根
本
理
念
を
脇
に
置
い
た
ま
ま

の
部
分
的
良
い
と
こ
取
り
で
は
、
根
本
的
な

解
決
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
、
と
少
し
懸
念

さ
れ
ま
す
。

　

私
は
こ
の
騒
ぎ
以
前
か
ら
建
築
、
家
具
の

デ
ザ
イ
ン
や
音
楽
、
環
境
問
題
そ
し
て
ム
ー

ミ
ン
の
ふ
る
里
と
し
て
北
欧
諸
国
に
興
味
が

あ
り
、
数
年
前
に
家
族
で
訪
れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
印
象
は
、
伝
統
的
な
暮
ら
し
の
中

に
、
ノ
キ
ア
の
よ
う
な
最
先
端
企
業
が
生
ま

れ
、
婚
外
子
を
認
め
る
家
族
制
度
や
そ
の
他

の
進
ん
だ
社
会
制
度
な
ど
に
さ
ま
ざ
ま
な
評

価
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル

に
し
っ
か
り
存
在
感
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

志
賀
町
の
教
育
も
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
お
手

本
に
「
詰
め
込
み
」
で
は
な
く
、
落
ち
こ
ぼ

れ
を
無
く
す
「
底
上
げ
」
を
主
眼
に
、
生
ま

れ
た
こ
と
や
生
き
て
い
る
こ
と
を
喜
び
と
感

じ
ら
れ
る
大
人
を
目
指
し
、
自
立
で
き
る
子

ど
も
た
ち
を
育
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

教
育
志
学

•
弁
護
士
（
元
高
等
検
察
庁
検
事
）、
愛
知
学
院
大
学
法
科
大
学
院
特
任
教
授

　

國
田　

武
二
郎
（
堀
松
出
身
）

　

東
京
地
検
、
名
古
屋
地
検
、
横
浜
地
検
、
岡
山
地
検
、
福
井
地
検
等
で
捜
査
・
公
判
検
事
と
し
て
財
政
・

経
済
事
犯
、
公
安
・
労
働
事
犯
、
選
挙
事
犯
、
暴
力
事
犯
、
風
紀
・
麻
薬
事
犯
、
外
国
人
犯
罪
、
少
年
犯
罪
、

交
通
事
犯
な
ど
数
多
く
の
事
件
を
担
当
。
仙
台
高
等
検
察
庁
検
事
と
し
て
若
手
検
事
の
指
導
育
成
に
も
あ

た
る
。
平
成
15
年
６
月
、
愛
知
県
弁
護
士
会
に
弁
護
士
登
録
。
あ
す
な
ろ
法
律
事
務
所
と
い
う
名
称
で
法

律
事
務
所
を
開
設
し
、
弁
護
士
と
し
て
活
動
。
ま
た
、
愛
知
学
院
大
学
法
科
大
学
院
特
任
教
授
と
し
て
法

科
大
学
院
で
教
鞭
を
取
っ
て
い
る
。
平
成
20
年
か
ら
愛
知
・
三
重
両
県
の
産
業
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー
産
業

保
健
相
談
員
、
年
金
記
録
確
認
愛
知
地
方
第
三
者
委
員
に
就
任
。

　
　

そ
し
て
、
使
用
者
と
労
働
者
が
、
労
働
契

約
を
結
ぶ
に
あ
た
っ
て
、
使
用
者
は
、
労
働

者
に
対
し
て
賃
金
、
労
働
時
間
な
ど
上
記
各

労
働
条
件
を
明
示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

（
労
働
基
準
法
15
条
１
項
）。
こ
の
、
明
示
義

務
に
違
反
す
る
と
、
使
用
者
は
、
30
万
円
以

下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
①
〜

⑤
の
労
働
条
件
に
つ
い
て
は
、
使
用
者
は
、

労
働
者
に
書
面
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
　

例
え
ば
、
明
示
さ
れ
た
労
働
条
件
ど
お
り

の
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
、
明
示
さ
れ
た

内
容
で
計
算
し
て
不
足
分
を
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
明
示
さ
れ
た
労
働
条

件
と
実
際
の
労
働
条
件
と
が
違
う
場
合
、
労

働
者
は
、
即
時
に
、
労
働
契
約
を
解
除
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
15
条
２
項
）。
さ
ら
に
、

就
職
の
た
め
に
住
所
を
変
更
し
た
労
働
者
が

労
働
契
約
を
解
除
し
た
日
か
ら
14
日
以
内
に

郷
里
に
帰
る
場
合
に
は
、
使
用
者
は
、
必
要

な
旅
費
（
交
通
費
、
食
費
、
宿
泊
費
）
を
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
15
条
３
項
）。

　
　

会
社
の
募
集
要
項
は
、
後
日
、
労
働
条
件

の
相
違
で
紛
争
に
な
っ
た
場
合
、
重
要
な
証

拠
に
な
る
の
で
、
採
用
さ
れ
た
後
も
大
切
に

保
管
し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

労
働
基
準
監
督
署
に
相
談
に
行
き
、
監
督
署

か
ら
、
使
用
者
側
に
指
導
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
す
る
と
一
番
効
果
的
で
す
。

労
働
条
件
が
約
束
と
異
な
っ
て

い
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て

中
学
生
の
海
外
派
遣
報
告
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「
文
化
の
日
」
に
あ
わ
せ
、
第
９
回

志
賀
町
文
化
祭
を
次
の
日
程
で
行
い

ま
す
。

　

文
化
ホ
ー
ル
会
場
で
は
、
３
日（
日
・

祝
）
に
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
式
典
」、

「
記
念
講
演
」、「
芸
能
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
」
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
に
も

文
化
協
会
会
員
や
、
児
童
・
生
徒
な

ど
に
よ
る
各
種
展
示
、
女
性
団
体
・

青
年
団
・
乳
児
園
・
す
ば
る
幼
稚
園

保
護
者
会
に
よ
る
模
擬
店
な
ど
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
２
日

（
土
）か
ら
４
日（
月
・
休
）ま
で「
文
化

余
技
展
」
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
教
室
生

に
よ
る
作
品
の
展
示
な
ど
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
あ
わ

せ
の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
課　

☎
32
‐
９
３
５
０

◇
日
程　

11
月
２
日
（
土
）
〜

　
　
　
　
　
　
　

４
日
（
月
・
休
）

◇
会
場　

志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
（ 

各
種
展
示
、
記
念
講
演
、

　
　
　
　
　
　

芸
能
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど 

）

　

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　（ 

文
化
余
技
展
な
ど 

）

記
念
講
演
会　
　
（
入
場
無
料
）

◇
日
時　

11
月
３
日
（
日
・
祝
）

　
　
　
　

 　
　
　

午
前
10
時
30
分
か
ら

　
　
　
　

辻つ
じ　

イ
ト
子　

氏

　

㈲
み
か
ん
山
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン　

代
表
取
締
役

◇
略
歴

大
阪
府
出
身
。
昭
和
22
年
生
ま
れ
。

　

百
貨
店
勤
務
を
経
て
、
昭
和
46
年
結
婚
。
主
婦

と
し
て
子
育
て
と
ミ
カ
ン
農
業
に
励
む
。

　

昭
和
62
年 

夫
婦
で
不
動
産
会
社
を
設
立
。
自
身

も
宅
建
主
任
の
資
格
を
取
り
取
締
役
に
就
任
。

　

46
歳
の
春
、
子
育
て
を
終
え
、
そ
の
後
の
自
分

の
人
生
を
考
え
、「
人
と
違
っ
た
こ
と
を
や
っ
て
み

よ
う
！
」
と
タ
レ
ン
ト
養
成
事
務
所
に
所
属
。
ユ

ニ
ク
ロ
の
“
オ
バ
ハ
ン
下
着
編
”
Ｃ
Ｍ
や
テ
レ

ビ
な
ど
に
出
演
し
、
お
茶
の
間
の
人
気
者
と
な
る
。

平
成
８
年 

、
独
立
し
て
個
人
事
務
所
「
み
か
ん
山

プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
」
を
開
業
。
そ
の
傍
ら
、
元
銀

行
マ
ン
の
夫
と
夫
婦
漫
才
『
辻
イ
ト
子
・
辻
ま
が
る
』

を
結
成
、平
成
10
年
に
は
吉
本
興
業
に
所
属
。
現
在
、

㈲
み
か
ん
山
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
主
婦
タ
レ
ン
ト

百
余
名
の
代
表
と
し
て
活
動
す
る
他
、
地
域
で
の

お
笑
い
ラ
イ
ブ
や
、
関
西
地
区
の
老
人
施
設
に
て

『
訪
問
イ
ベ
ン
ト
』
を
開
催
し
な
が
ら
、
活
躍
の
場

を
広
げ
て
い
る
。

第
９
回　
志
賀
町
文
化
祭

◇
講
師

平
成
26
年
度
志
賀
町
成
人
式

　

志
賀
町
で
は
、
新
成
人
が
自
分
た

ち
で
成
人
式
の
企
画
・
運
営
を
行
う

実
行
委
員
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現

在
、
２
回
開
催
し
、
今
後
も
成
人
式

の
詳
細
を
決
め
て
い
く
た
め
に
、
実

行
委
員
会
を
行
う
予
定
で
す
。

　

平
成
26
年
の
成
人
式
の
日
程
と
場

所
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

河川でサケ（鮭）の採捕はできません

　問農林水産課　☎32-9224

　河川で「サケ（鮭）」をとることは、水産資
源保護法により禁止されています。違反すると

罰則が科せられることがあります。

　サケが河川に帰ってくるのは、地域の皆さん

がきれいな河川環境を実現するために努力され

てきた結果です。

温かく見守って

ください。 傾聴ボランティア養成講座　受講者募集

　問志賀町社会福祉協議会　志賀支所　☎32-1363　℻32-3277

　「傾聴」（人の話に耳を傾ける）は、ただ単にお話を聞く会話と
は違い、相手のこころに寄り添うものです。傾聴から多くのもの
を学び、ボランティア活動や日常の生活に活かしてみませんか？

日　時 内　容

10月 16 日㈬ 傾聴とは
傾聴の意義や意味

10 月 24 日㈭ 傾聴の心構え

10 月 31 日㈭ 施設実習 ( 町内 )

11 月６日㈬ 意見交換　交流会

◇時間　13時 30分～ 15時 30分
◇場所　志賀町文化ホール
◇定員　15 人
◇対象　町内在住で、ボランティ
　　　　ア活動をしたい人
◇受講料　無料
◇申込先　志賀町社会福祉協議会
　　　　  志賀支所

▼
日
時　

平
成
26
年
１
月
12
日
（
日
）

▼
場
所　

能
登
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

▼
対
象　

町
内
在
住
ま
た
は
出
身
の
人

　

で
、
今
年
度
20
歳
を
む
か
え
る
人

　
（
平
成
５
年
４
月
２
日
か 

ら
平
成
６

　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
）

問
生
涯
学
習
課　

☎
32-

９
３
５
０

自動車点検整備
推進運動実施中
愛車の点検・整備をして
エコで安全に走ろう。

　　　国土交通省　石川運輸支局

 広報しか 有料広告
　12 月号への掲載申込は 10 月 21 日（月）まで。
ぜひご利用ください。詳しくは　　　　　　　　　　　　　　問情報推進課　☎ 32-9261　　　　　　　

『広報しか』
有料広告募集 !
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－ Lifelong Learning－　生涯学習だより　－ Lifelong Learning－　生涯学習だより

ド
ア
開
け
て
今
日
も
無
事
に
と
送
り
出
す　

橋
田
明
日
香

自
動
ド
ア
立
っ
て
開
か
な
い
時
も
あ
る　
　

坂
下
二
三
子

ド
ア
を
開
け
朝
風
入
れ
る
気
持
ち
良
さ　
　

須
曽　

正
子

軽
ト
ラ
の
ド
ア
を
開
け
つ
つ
ど
っ
こ
い
し
ょ　

関
口
ト
ミ
コ

良
い
餌
で
飼
い
猫
主
人
よ
り
元
気　
　
　
　

小
松　

彰
一

親
ツ
バ
メ
虐
待
も
な
し
餌
運
ぶ　
　
　
　
　

村
中　

光
彦

餌
に
つ
ら
れ
飛
び
つ
い
た
の
が
命
取
り　
　

木
村　

貞
涼

鵞
鳥
に
は
食
べ
放
題
に
餌
与
え　
　
　
　
　

山
本　

静
香

家
計
簿
の
ペ
ッ
ト
餌
代
気
に
な
ら
ず　
　
　

前
田　

志
津

食
い
つ
い
た
餌
を
離
さ
ぬ
ど
根
性　
　
　
　

西
尾　

善
春

政
界
に
ま
か
れ
る
餌
に
裏
が
あ
る　
　
　
　

遠
藤
美
朝
子

朝
床
の
耳
に
突
如
と
蚊
の
う
な
り

サ
ウ
ン
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
音
に
て
迫
る　

岩
上　

久
枝

火
葬
場
に
近
き
た
ん
ぼ
に
姑
と
来
て

稲
刈
り
し
日
の
田
も
姑
も
な
し　
　
　
　
　

花
野　

美
咲

父
母
す
で
に
浄
土
に
帰
り
病
床
の

弟
の
様
子
義
妹
よ
り
聞
く　
　
　
　
　
　
　

池
野
千
絵
子

藪
風
を
涼
し
く
受
け
て
昼
寝
す
る

吹
き
通
り
ゆ
く
居
間
の
爽
や
か　
　
　
　
　

東　
　
　

操

一
分
間
静
寂
の
中
つ
ん
ざ
く
は

あ
の
日
の
記
憶
と
八
月
の
蝉　
　
　
　
　
　

鹿
乃　

夏
子

征
き
し
よ
り
七
十
年
経へ

届
き
読
む

兄
の
軍
歴
万
感
迫
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
崎
て
い
子

生あ

れ
し
地
を
離さ

か

り
て
偲
び
し
日
も
あ
ら
む

帰
郷
の
旧と

も友
の
弾
む
声
き
く　
　
　
　
　
　

福
島　

信
子

用
ご
と
の
は
ひ
り
て
日
時
メ
モ
な
し
ぬ

そ
を
果
す
べ
し
息
と
と
の
へ
て　
　
　
　
　

安
中
加
奈
子

見
わ
た
せ
ば
日
毎
に
色
の
移
り
け
り

実
る
稲
穂
に
虫
の
音
涼
し　
　
　
　
　
　
　

崎
田
ゆ
た
か

さ
も
暑
き
昼
夜
連
れ
ね
し
夏
空
に

筋
雲
流
れ
秋
ま
た
来
た
る　
　
　
　
　
　
　

石
田　
　

豊

法
要
に
集
ふ
兄
弟
語
ら
ず
も

仕
草
似
て
居
り
父
母
偲
ぶ　
　
　
　
　
　
　

向
永
い
み
子

昔
か
ら
す
ぐ
立
ち
直
る
友
だ
っ
た

津
波
で
家
を
失
い
し
友
は　
　
　
　
　
　
　

泉　
　

広
栄

五
平
餅
湯
上
り
に
食た

ぶ
山
の
宿

見
知
ら
ぬ
人
と
い
ろ
り
囲
み
て　
　
　
　
　

坂
井
登
志
子

テ
レ
ビ
買
い
て
東
京
五
輪
待
ち
し
父

叶
わ
ず
逝
き
て
五
十
年
忌
来　
　
　
　
　
　

芳
野　

法
子

祖
父
に
似
て
祖
母
に
似
て
い
る
幼
つ
れ

若
き
ら
帰か

え省
り
里
若
や
ぐ
盆　
　
　
　
　
　

芳
岡　

典
子

明
日
も
ま
た
草
刈
り
は
せ
じ
集す

だ

く
虫
の

澄
み
た
る
音
色
き
き
つ
つ
眠
れ
ば　
　
　
　

吉
岡　

與
彦

終
戦
忌
緘
口
令
の
事
一
つ　
　
　
　
　
　
　

須
广
ひ
ろ
し

手
花
火
や
孫
の
喜
び
も
ら
い
を
り　
　
　
　

安
田
紀
美
恵

ど
れ
も
皆
器
量
の
よ
ろ
し
秋
な
す
び　
　
　

池
田　

玲
子

新
涼
や
木
綿
の
シ
ャ
ツ
の
肌
触
り　
　
　
　

堀　
　

綾
子

天
命
や
彼
方
へ
消
え
る
流
れ
星　
　
　
　
　

高
岩　
　

満

雨
上
り
静
寂
破
る
轡

く
つ
わ

虫　
　
　
　
　
　
　
　

前
川
美
代
子

行
く
夏
を
惜
し
む
か
今
日
の
蝉
し
ぐ
れ　
　

上
野　

末
子

こ
わ
さ
れ
た
空
家
夏
草
欲
し
い
ま
ま　
　
　

山
守　

宏
子

競
い
あ
い
鳴
く
虫
の
声
朝
涼
し　
　
　
　
　

浅　
　
　

子

収
穫
期
野
良
を
泣
か
せ
る
雨
模
様　
　
　
　

美　

智　

代

怨
歌
と
や
聞
き
散
る
夢
わ
が
世
代

悲
報
流
る
る
挽
夏
の
朝
に　
　
　
　
　
　
　

松
本
理
希
三

又
来
る
と
か
え
っ
て
行
く
子
を
送
る
ば
ば　

川
上　

富
子

帰
り
た
い
祭
り
太
鼓
の
音
恋
し　
　
　
　
　

小
松　

康
子

帰
っ
て
も
里
山
里
海
親
は
無
し　
　
　
　
　

西
尾　

海
春

棚
田
に
も
秋
の
味
覚
が
こ
う
べ
た
れ　
　
　

古
森　

真
猿

震
災
で
未
だ
に
帰
る
家
も
な
く　
　
　
　
　

高
島　

和
子

母
あ
り
て
こ
そ
帰
り
た
い
盆
休
み　
　
　
　

池
田　

洋
子

朝
晩
の
涼
し
い
風
が
秋
感
じ　
　
　
　
　
　

三
井
か
ほ
里

老
い
し
手
を
い
た
わ
り
合
っ
た
帰
り
道　
　

窪　
　
　

洋

古
里
の
風
懐
か
し
む
帰
省
客　
　
　
　
　
　

田
畑　

幸
子

猛
暑
去
り
そ
よ
吹
く
風
秋
気
配　
　
　
　
　

芝
山　

照
子

山
萩
が
残
暑
に
咲
い
て
秋
告
げ
る　
　
　
　

岩
井
マ
サ
子

換
気
扇
秋
刀
魚
の
煙
風
に
乗
せ　
　
　
　
　

林　

ち
よ
子

猛
暑
過
ぎ
つ
る
べ
落
と
し
の
秋
が
来
る　
　
み
や
み
ち
さ
か
し

文
芸
教
室

《
秋
の
増
刊
号
》

風
鈴
の
音
色
の
程
の
風
通
る　
　
　
　
　
　

森
下
い
わ
お

此こ

の
世
に
も
佳
き
ひ
と
の
ゐ
て
白
木む

く
げ槿　

　

小
島　

史
子

秋
の
夜
夢
か
現

う
つ
つ

か
母
の
声　
　
　
　
　
　
　

新
澤　

和
子

そ
の
昔
召
さ
れ
し
頃
も
秋
始
め　
　
　
　
　

冨
地　

重
内

仏
間
ま
で
悠
々
旋せ

ん
か
い回

鬼
や
ん
ま　
　
　
　
　

須
广
ひ
ろ
し

穏
や
か
に
祭
を
祝
う
齢と

し

と
な
り　
　
　
　
　

角
谷　

秀
文

児
を
泣
か
せ
天
狗
の
歩
く
秋
祭　
　
　
　
　

浅
野　

照
子

露
し
ぐ
れ
カ
メ
ラ
目
線
の
吸
い
込
ま
れ　
　

下
野　

久
雄

老
い
て
な
ほ
手
唾つ

ば
きば

か
り
稲は

ざ架
を
組
む　
　

川
田
ま
さ
を

コ
オ
ロ
ギ
や
苦
土
の
水
吸
い
鳴
き
わ
た
る　

大
乘　

大
城

明
け
六
つ
の
鐘
澄
み
わ
た
る
月
見
草　
　
　

北
谷　

芳
子

干
梅
を
一
粒
つ
ま
む
陽
の
に
ほ
ひ　
　
　
　

土
田　

清
枝

夏
の
空
「
わ
れ
は
海
の
子
」
チ
ャ
イ
ム
鳴
る 

土
田
ま
つ
い

空
蝉
や
塔
婆
の
先
に
す
が
り
を
り　
　
　
　

藤
田　

君
枝

咲
き
の
こ
る
花
を
た
よ
り
に
秋
の
蝶　
　
　

坂
下　

草
風

朝
霧
に
山
並
み
淡
し
能
登
の
果
て　
　
　
　

坂
下　

豊
子

開
墾
地
今
は
荒
地
に
泡
立
草　
　
　
　
　
　

土
田
エ
ミ
子

秋
蝶
を
目
で
追
ひ
終
る
立
ち
話　
　
　
　
　

鍋
岡
美
智
子

法
師
蝉
五
重
塔
の
上
で
鳴
く　
　
　
　
　
　

淵
端　

三
之

秋
扇
ひ
ら
け
ば
友
の
一
句
あ
り　
　
　
　
　

細
川
ふ
じ
子

「文芸教室」に掲載する作品を募集しています。短歌、俳句、
川柳については一首（一句）として送付ください。紙面の都
合上、掲載できない場合もありますのでご了承ください。

■宛先／〒925-0198志賀町末吉千古１番地１
　志賀町教育委員会　生涯学習課まで
　※毎月７日までにお送りください。
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「はかり」の「定期検査」を受けてください

　問商工観光課　☎32-9341　石川県計量検定所　☎076-241-4157

　取引、証明に使用する「はかり」は計量法に基づく「定期検査」
を受けなければなりません。次の日程で定期検査を実施しますの
で、必ず受検してくだ

さい。

※家庭用のはかりは対
象外です。

花苗を差し上げます
　問生涯学習センター（文化ホール内）
　　　　　　　　　　　　☎32-2970　℻32-3011

　心豊かな生活環境づくりを推進するため、
町民による花づくり事業を実施しています。
この事業に賛同し、自ら花づくりに取り組み、
花いっぱいの明るい志賀町を目指す団体・グ
ループなどに対し、花苗を差し上げます。

○配布対象　　地域団体、各種団体、学校、
　　　　　　　保育園、公民館、そのほか一
　　　　　　　般町民のグループおよび企業
○花植場所　　沿道・コミュニティー施設前、
　　　　　　　地域のバス停など
○花苗種類　　マリーゴールド、サルビアな
　　　　　　　ど比較的に育てやすい花苗を
　　　　　　　予定しています。
○申込方法　　生涯学習センター（文化ホー
　　　　　　　ル内）に備え付けの花苗申込
　　　　　　　書を生涯学習センターまで提
　　　　　　　出してください。
○提出締切　　10 月 31 日（木）
○配布決定　　後日、代表者に配布決定通知
　　　　　　　書を送付します。
○配布年度　　平成 26 年度
※花苗の配布数には限りがあります。希望数
に沿えない場合がありますので、ご了承くだ
さい。
※花の植え付け、水やりなどの日常管理は、
それぞれが責任を持って行ってください。

地区名 日　時 場　所

富来地域 10月２日（水）
(11時から15時)

富来行政センター 
ロビー

志賀地域 10月３日（木）
(11時から15時)

志賀町役場
大会議室

家屋の新増築・取壊しの届出について

　問税務課　固定資産税担当　☎32-9141　℻32-0288

　家屋の固定資産税は、毎年１月１日現在に建っている建物に課税されます。
　税務課では、町内の新増築家屋や取り壊し家屋の把握に努めていますが、適切な課税を行うためにも、次のような
ときは、税務課固定資産税担当まで届け出をお願いします。

　●新築・増築をしたとき
　　税務課職員が伺い、家屋評価をします。この評価は、固定資産税の基礎となる評価額を算出するために行います。
　　評価は、完成後順次行う予定ですが、入居前に評価を希望する人は、完成後、早めに連絡してください。都合の
良い日を相談の上、伺います。
　●取壊しをしたとき
　　家屋の一部または全部を取り壊したり、年内に取り壊す予定のある人は、「家屋滅失届」を提出してください。
　　取り壊した建物については、届け出があれば翌年度から固定資産税が課税されませんが、届け出がないと課税さ
れてしまうことがありますので、早めに連絡してください。

　　この届出は登記とは関係ありませんので、登記されている家屋の場合は、別途、自分で滅失登記をしてください。
　●未登記家屋の所有者を変更したとき
　　登記されていない家屋の所有者を変更したときは、「未登記家屋の所有者変更届」を提出してください。
　　この手続きをしないと、翌年度以降も前の所有者に課税されてしまいますので、忘れずに届け出をしてください。
　　この届け出は登記とは関係ありません。

国民年金の納付は、口座振替がお得です

　問住民課　国民年金担当　☎32-9121

　口座振替を利用すると、

▼申込方法▼
　口座振替を希望する人は、納付書または年金手帳、通帳、金
融機関届出印を持参して、希望金融機関または年金事務所へ
申し出てください。

◆自動引き落としで納め忘れの心配がありません。
◆金融機関などへ行く手間と時間が省けます。
◆口座振替には、当月分保険料を当月末に引き落とさせていた
　だくことにより、月々 50円割引される早割制度や、現金納付
　よりも割引率額が多い６ケ月前納・１年前納もあります。

という大変便利でお得な制度です。
ぜひこの機会に口座振替制度のご利用をご検討ください。
クレジットカード納付方法も可能です。（カード会社によって
はポイントがたまる場合があります）



広報しか
2013.10

15

ごみの減量・リサイクルに
ご協力をお願いします。
　資源ごみは分別・リサイクルすることで、色々なものに生まれかわり
ます。家庭での分別をきちんとしていただくことで収集やリサイクルが
スムーズに行えます。ステーションの美化にもつながります。各家庭に
配布してあるカレンダー、ごみの分け方・出し方のポスターを見て、出
す前にもう一度確認し、正しい資源ごみの分別、排出にご協力願います。

衣服のリサイクル
　衣類（古着）は資源ごみの収集日に透明・半透明の
袋に入れて出してください。（洗濯してあれば可）
《収集できない衣類》
ナイロン、革製の衣類

●事業系のごみはステーションには出せません。
○事業系のごみとは

　商店、飲食店、会社などの事業所から出るごみ（生
ごみ、空き瓶、空き缶や段ボールなど）は事業系ごみ
になり、地域のごみステーションへは出せません。事
業所のごみについては、直接、羽咋リサイクルセンター
へ持ち込むか、民間の処理業者に委託するなど適正な
処理をお願いします。

問羽咋リサイクルセンター　☎ 27-1153

問環境安全課　☎ 32-9321

　燃えるごみの約半分は生ごみです。
生ごみの 75％から 80％は水分と言われています。
生ごみの水分をよく切ることで悪臭や腐敗の防止になります。
また、ごみの量も減ります。生ごみを出す際には、乾かしたり、
しぼったりするなど、水分を減らして出してください。

（家庭から収集した
燃えるごみの量）

８ ｔ

ｔ

月

前年8月のゴミ量

40 t減
量

（８
月前
年度
比）

７ヵ月連続の減量だよ !!
今月もひとしぼりを忘れずにね !

77ヵ月ヵ月連続 連続 減減

資源ごみ 燃えるごみ

日時日時：10 月５日㈯～６日㈰：10 月５日㈯～６日㈰
会場会場：本多の森ホール、県立音楽堂、金沢城公園：本多の森ホール、県立音楽堂、金沢城公園（（入場無料）入場無料）

　全国の祭りが石川に集結。金沢市内の各会場で、日本各地およ　全国の祭りが石川に集結。金沢市内の各会場で、日本各地およ
び海外の伝統芸能共演が繰り広げられます。び海外の伝統芸能共演が繰り広げられます。
　志賀町からは矢駄獅子舞、二所宮獅子舞、志賀の太鼓、舘開嫁　志賀町からは矢駄獅子舞、二所宮獅子舞、志賀の太鼓、舘開嫁
ほめ詞が出演。ほめ詞が出演。

問石川県首都圏戦略課　☎ 076-225-1543問石川県首都圏戦略課　☎ 076-225-1543

地域伝統芸能全国大会～日本の祭り in石川2013
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